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日本のカフェ業界における
使い捨てカップの現状
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使い捨てカップは、私たちが日常生活の中で特に頻繁に目にする使い捨て製品の一つであ
る。とりわけカフェ業界では当たり前のように使用されている。しかし、広く普及してい
るにもかかわらず、日本のカフェ業界における使い捨てカップの正確な消費量ははっきり
しておらず、従ってこの問題の規模もよく分かっていない。本報告書は、日本のカフェ
業界の主要企業数社を対象に、使い捨てカップの使用について定量的評価を行うもので
ある。 

日本の主要カフェチェーン9社（スターバックスコーヒージャパン、タリーズコーヒー、 
プロント、ドトールコーヒーショップ、カフェベローチェ、エクセルシオールカフェ、上島
珈琲店、カフェドクリエ、コメダ珈琲店）は、2020年に3億6,950万個の使い捨てカップ
を消費したと推定される。これは毎日100万個を超える数に相当する。この9チェーンだけ 
で、日本のコーヒーチェーン店全体で使用されたすべての使い捨てカップの50％近くを
占め、焼却炉などの処理施設に使い捨てカップだけで2,808.8トンのごみを送ったことに
なる。例えて言えば、この9チェーンがわずか1年で消費した使い捨てカップの数は、積み
上げれば東京スカイツリー6万本以上の高さになる。

日本のカフェ業界で使い捨てカップの消費量が最も多いのはスターバックスコーヒージャ
パンであり、本調査で対象としたその他の8チェーンの合計よりも多い。スターバックス
コーヒージャパンが2020年に使用した使い捨てカップを全部並べたら、東京からスター
バックス本社のあるシアトルまでの距離の3倍以上になる。スターバックスコーヒージャ
パン以外で消費量が多いのがタリーズコーヒーとプロントの2社だ。この3チェーンを合わ
せると2020年のカップ使用数は3億3,950万個に上り、1日当たり90万個を超える数に
なる。 

使い捨てカップはイートイン飲料とテイクアウト飲料のどちらにも使用されて
いる。イートインサービスでのリユースカップの使用を拡大し、テイクアウトの
購入時にもリユースカップを選べるようにすれば、使い捨て製品への依存を大き
く減らせる可能性がある。カフェ業界の果断な行動と政治家の強い意志によって
のみ、これらの目標は達成されるのだ。

要旨

東京

シアトル
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プラスチック

この数十年の間に、プラスチックは世界で最も差し
迫った環境問題の仲間入りをした。プラスチックが
生まれてから70年余りしか経っていないのに、私
たちの便利な生活はもはやプラスチックなしでは 
考えがたい。

1950年以降に世界で生産されたプラスチックの量
は92億トンを超え、毎年4億トンが新たに生産され
ている1,2。従来のやり方を変えなければ、プラスチ
ックの量は2050年には340億トンというぞっとす
るような数にまで増えると予想されている1,3。例え
て言えば、その重さは全人類の体重の100倍以上に
なる。

これまでに生産されたすべてのプラスチックのうち、 
約70億トンがごみになった。ここで疑問が生じる 
― そのプラスチックは、いったいどこに行き着いた
のだろうか？

約10％がリサイクルされ、14％が焼却された。そ
して大半（75％以上）は埋立地に積み上げられる
か、管理が行き届かずに環境中に流出した1。この
絶えることのないプラスチックごみの流れは、あら
ゆる生物に有害な影響を及ぼす。

生態系の中でもプラスチック汚染の危機について
よく調べられているのが海洋である4。現在、およ
そ1億5,000万トンのプラスチックが海中を漂って
いる。この数字は増え続け、今世紀中頃には魚の総
量（重量ベース）を超えるまでになるだろうと予想
されている5,6。野生生物への悪影響は、絡まり7や
誤食8から有害物質へのばく露9に至るまで多岐に
渡る。 

プラスチックは非常に耐久性の高い特性を持って
おり、完全に分解することは基本的にない。それど
ころか、砕けて小さく軽い破片になり、私たちが呼
吸をする大気中に浮遊し10、私たちの臓器や体内組
織、血液中に簡単に入り込んで蓄積する11。研究が
初期段階なので人体の健康への影響はまだ解明され
ていないが、懸念すべきことであるのは明らかだ。 

残念なことに、プラスチックの有害な性質はその物
自体にとどまらず、化石燃料の採掘から、輸送、
製造、製品の消費、廃棄のプロセスに至るまで、

ライフサイクル全体に及ぶ。各段階が、二酸化炭素
（CO2）排出や、大気や河川などの汚染、生態系の
劣化、人の健康への影響（がん、白血病、生殖や発
育上の障害など）12 と関連しており、プラスチック
汚染が単独の問題ではなく気候変動やその他の社会
経済的な課題と本質的につながっていることが明ら
かになっている13。

カフェ業界 
 
ほんの数分使っただけで捨てられてしまう使い捨て
製品は、大きな問題である。コーヒーカップはこう
した使い捨て文化の一部をなすものであり、世界的
課題となっている。2020年の国際海岸クリーンア
ップの報告書によると、世界各地の海岸で見つかる
もののトップ10に、プラスチックの蓋、カップ、お
皿が入っていた14。 

日本だけでも、毎年39億個を超える数のカップが
捨てられており、このうち4億4,000万個のプラス
チックカップと3億6,000万個の紙カップはコーヒー 
チェーン店全体が責任を負うべきものだ。その大半
が焼却されている15。

はじめに



06

図１ 
日本のカフェ業界の市場規模：過去（2006-2020年）と今後の予測（2021-2025年）

使い捨てカップは、たいていカフェチェーンのロゴ
マークと魅力的な絵で飾られている。こうしたカッ
プの普及はそれ自体が文化的な現象であり、カフェ
業界では使い捨てカップで飲料を提供するのが一般
的になった。使い捨てカップの使用をテイクアウト
サービスに限定し、イートインにはリユースカップ
で飲料を提供するチェーンもあるが、特に大手のチ
ェーンでは飲料をどこで飲むのかにかかわらず使い
捨てカップを提供するようになっている。 

2020年には、新型コロナウイルス感染症の世界的
大流行により、カフェ業界が一時的な不況に陥った

（図1）。しかし、スターバックスコーヒージャパン
などの主要カフェチェーンは日本でのさらなる事業
拡大について意欲的な計画を立てていること、ブラ
ンドロゴ入りのカップはごく一般的な市場戦略であ
ることから、経済の回復とともに使い捨てカップの
消費量は増えると予想される。そして使い捨てカッ
プ使用量の増加とともに、CO2排出量も増え、環境
汚染も悪化する。つまり、カフェチェーンが従来通
りの方法で事業を続ければそのようになる。

間違った解決策
 
どうしたらこの問題を解決できるだろうか？

市民意識の高まりを受けて、各社は紙などの代替素
材に切り替えることでプラスチック危機を解決しよ
うとしている。ほとんどのカフェチェーンがすでに
ホット飲料に紙カップを使っており、スターバック
スコーヒージャパン、ドトールコーヒーショップ、

プロントはFSC（森林管理協議会）認証紙カップを
使うことまでしている。2022年2月にはエクセル
シオールカフェもこれらのチェーンに仲間入りし、
アイス飲料のカップをFSC認証紙カップに切り替
えると発表した。

一見したところでは、紙はプラスチックよりもサス
テナブルな代替品に思えるかもしれないが、紙カッ
プの大量生産は森林破壊をもたらし、それが生息地
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の消失や、生物多様性の喪失、炭素隔離の減少や、
これまで貯蔵されていた炭素の大気中への放出につ
ながって、気候危機をさらに悪化させる。

FSC認証のような第三者認証を受けた紙で作られ
る紙カップでさえも、環境により良い選択肢である
とは限らない16。森林認証が生物多様性や気候に対
して長期的にプラスの影響を及ぼす、という明確で
包括的な証拠はまだ得られていない17。そればかり
でなく、森林認証は森林伐採の根本的な問題や、伐
採が生態系の健全性に及ぼすマイナスの影響につい
て対処するものではない。

紙自体は技術的にはリサイクル可能だが、実際は紙
カップのリサイクル率は英国で0.25％18、米国で1
％未満という低さであり19、東京都環境局の報告書
によれば日本では「（カップは）ほとんど再利用され
ていない」15。

リサイクル率が低い理由の一つは、後にリサイクル
される原料の質を確保するために中間処理が必要な
点にある。収集、分別、洗浄、細断などの処理が含
まれるため、高コストで実行の難しいプロセスにな
るのだ15。その上、紙カップは、ホット飲料用は内
側が、アイス飲料用は内側と外側の両方が、水を通
さないようにプラスチックの薄層でラミネート加工
されている。リサイクルにはこの層を分離しなけれ
ばならず、それ自体が複雑でコストのかかるプロセ
スだ。 

毎年、膨大な数の木が使い捨て紙カップを生産する
ために伐採され、その生産、消費、廃棄物管理の段
階で人間の健康と環境へのさらなる影響が生じる可
能性を考えれば、ある種類の使い捨てカップを別の
種類の使い捨てカップに切り替えることが解決策に
ならないのは明らかだ。
 

真の解決策に向けて
 
押し寄せるプラスチック汚染や一時しのぎの代替品
と格闘するよりも、「リデュース（削減）」、「リユー
ス（再使用）」、「リフィル（中身だけ購入）」に重点
を置くべきだ。まず使い捨てカップの生産・消費削
減に注力し、循環型ビジネスモデルへの移行および
その拡大を目指す必要がある。

最近の研究によれば、リユースできる代替品は、そ
れに対応する使い捨て品に比べ、あらゆる面で環境
負荷が少ない。リユースカップを損益分岐点以後も
使用した場合には、CO2排出量が少なく、水、エネ
ルギー、化石燃料の消費量も少ないだけでなく、経
済的にも利点があることが示されている20,21。

本報告書の目的 

カフェ業界は使い捨てを中心に成り立つ唯一の産業
ではないものの、現代の使い捨て文化を存続させ、
強化し、使い捨てコーヒーカップをステータスシン
ボルにすることに成功してきた。しかし、主要カフ
ェチェーン各社が排出するごみの量については透明
性の欠如が際立っている。

本報告書の目的は、日本の主要カフェチェーンが責
任を負うべきプラスチックカップと紙カップのごみ
の量を明るみに出すことだ。そして本報告書をきっ
かけとして、使い捨てによる汚染危機に対する真の
解決策を見いだすために、この業界および政策立案
者の間で変化が生まれ、革新的なリーダーシップが
生まれることを願うものである。
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対象企業
本調査で対象とした主要な９つの食品飲料チェーンを表１に示した。市場シェアを基準に選択した
これらの企業は、どれも日本のカフェ業界で有数の規模のチェーンである。本調査では、市場シェ
アが推定できる企業しか対象としていない。市場シェアのデータは、国際的な市場調査会社ユーロ
モニターインターナショナルから引用した22。 

企業名（表１）は、その企業の日本での（国内商品レベルでの）ローカルブランド名を指す。これ
は、国（日本）や世界でブランドを所有する企業の、他のさまざまなレベルでの呼称とは異なる場
合がある。例えば、エクセルシオールカフェとドトールコーヒーショップというチェーンは、どち
らも日本の株式会社ドトールコーヒーが所有するが、それぞれローカルブランド名で呼ぶことと
する。 

市場シェア（表１）は、上記3基準で定義した研究範囲に含まれる企業の飲食サービス総額または
総取引回数を100としたときに、各チェーンがそれぞれ占める割合を指す（％、2020年値）。飲
食サービス額は、購入先を自由に選択できる市場において消費者が食品飲料販売店で支払った消費
税込みの金額の総額である。2種類の指標で見た大手食品飲料企業の市場シェアランキングはおお
むね一致しているが、低価格で販売量の多いチェーンでは注目に値する相違が見られる。これらの
チェーンは取引回数で見る方が飲食サービス額で見るよりも順位が高い。これは、日本のカフェ業
界にさまざまなビジネスモデルが存在することを表している。

選択の基準
日本のカフェ業界は多様であり、スペシャルティドリンクのみを提供する小規模専門店から、フー
ド、ドリンク、グッズを幅広く扱うレストランタイプの店まである。同様に、日常会話での呼び方
はさておき、「カフェ」に分類されるのはどんな店かについて共通認識があるかと言えば、ほとんど
そうした合意はない。日本には、店内で飲食できるカフェもあれば、テイクアウト専門のカフェも
ある。主にコーヒーを提供するカフェがある一方で、フードメニューを売りにしているカフェもあ
る。本調査の研究範囲に含まれるのは、以下の三つの基準を満たす企業である。 

1. その企業は「チェーン展開」をしている。ここでチェーン展開とは、2020年に 
ブランド名を冠した店舗が日本国内に10店舗以上あることを意味する。

2. コーヒーや紅茶を基本とする飲料がメインメニューであり、その企業の主力商品 
である。

3. その企業の総収入の約50％以上が、飲料の売り上げによるものである。 

これらの三つの基準を設けたのは、何よりもまずコーヒーや紅茶を基本とするドリンクが主力商品
であり、フードやグッズの販売は副次的であるドリンク中心のカフェを対象とするためだ。本調査
は広義に「コーヒーショップ」に分類される飲料企業に焦点を当てる。コーヒーショップは過去
20年の間に社会に浸透したもので、スターバックスコーヒージャパンやコスタコーヒー、ティム
ホートンズなどのグローバルチェーンのような販売形態がその典型である。

研究の範囲
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取引と領収書
取引と領収書という言葉は同義で用いる。いずれも、一人の顧客が1枚の領収書で購入した1回の
買物を意味する。ある店での一人の顧客による1回の支払いは、その取引において購入したフード
やグッズの数とは関係なく、取引1回、領収書1枚と見なす。1回にコーヒー1杯を購入しても、1
回に複数のドリンクとフードを購入しても、取引は1回、領収書は1枚と数える。

期間
本調査では、日本のカフェ業界の2020年における使い捨てカップ消費量を評価する。コロナ禍が
日本の食品飲料業界に大きな打撃を与えたことは疑いようもなく、数字を見れば、日本のカフェ業
界においては飲食サービス総額も総取引回数も、2020年は2007～2020年の期間で最低を記録し
たことが分かる。イートインサービスやグループでの集まりが制限されたこともあり、テイクアウ
ト購入の割合が増加したため、使い捨て食器類を使用する割合が比較的高くなった。 

表１ 
本調査で対象とした大手カフェチェーン9社の飲食サービス額と取引回数で見る市場シェア（％） 

企業名（日本語） 企業名（英語）
2020年の市場シェア（％）

飲食サービス 取引

　　　スターバックスコーヒージャパン Starbucks 14.1 16.4

　　　コメダ珈琲店 Komeda 6.0 9.1

　　　ドトールコーヒーショップ Doutor 5.4 10.7

　　　タリーズコーヒー Tully’s Coffee 5.0 6.9

　　　プロント Pronto 4.3 1.6

　　　エクセルシオールカフェ Excelsior Caffé 0.8 1.3

　　　カフェベローチェ Caffé Veloce 0.6 1.4

　　　上島珈琲店 Ueshima Coffee House 0.5 0.7

　　　カフェドクリエ Café de Crié 0.4 0.7
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             使い捨てカップと蓋の素材分析
            （情報源：グリーンピース・インターナショナル サイエンスユニット（英国エクセター大学内研究所））

カフェチェーン9社すべてから集めた使い捨てカップをグリーンピース・インターナショナルのサイエン
スユニットに送付し、フーリエ変換赤外分光法（FT-IR）により分析した。これにより、使い捨てカップ
の素材とそのポリマーの組成を確認した。

            
　　　　個別チェーンに特有のカップ素材の種類ならびに使い捨てカップの平均重量 
            （情報源：グリーンピース・ジャパン）

各種飲料に用いられるカップ素材のタイプと、リユース食器類の使用についての会社の全般的な方針に
ついて、グリーンピース・ジャパンのスタッフが店舗で観察した。その後、個別チェーンに特有のカッ
プ素材の種類についての情報を、全体的なリユース率と、イートインおよびテイクアウトの顧客が使用す
るプラスチックカップまたは紙カップの総数を計算するのに用いた。
すべてのカフェチェーンについて、2022年2～4月に観察を行った。1人あたり3店舗を無作為に選び、
連続して1時間観察を実施した。観察する時間帯も無作為に選択した。客の飲料注文を記録し、大まかに
二つの区分に分類した。具体的には、使い捨て食器類（紙、プラスチック）と、リユース食器類のどちら
を使用するものかである。
さらに、各カフェチェーンから使い捨ての紙カップとプラスチックカップを入手し、洗浄・乾燥させてか
ら重量を測定して、カップの総数を重量で表せるようにした。

            日本の消費者行動と消費傾向 
            （情報源：WED株式会社（レシート買取アプリONE））

レシート買取アプリONEから得られる日本の消費者の行動と消費傾向に関するデータは、経験的データ
から日本の消費者の支出傾向の「いつ、どこで、どのように」といった点を浮き上がらせる。重点が置
かれるのは、消費形態（イートイン、テイクアウト、ドライブスルー、オンライン注文）と飲料の種類 
（ホットコーヒー、アイスコーヒーなど）である。テイクアウト、ドライブスルー、オンライン注文は、
三つとも使い捨てカップの使用を必要とするので、テイクアウトという区分にまとめている。

            日本のカフェ業界の市場シェアと実績 
            （情報源：ユーロモニターインターナショナル）

ユーロモニターインターナショナルから入手した市場シェアのデータには、日本のカフェ業界の産業レ
ベルでの規模、売上実績、消費トレンドについての情報が含まれている。

1

2

3

4

データの情報源 

データは複数の情報源より入手した。できるかぎりデータベースやデータ会社の処理済データを用い、
それをグリーンピース・ジャパンの現地調査から得られたデータで補完した。調査の計算値は、以下の
4つのデータセットに基づくものである。

注記：観察を行ったのが寒い季節の数ヵ月であったため、目立ってホット飲料の消費が多かったこと
である。従って、通常はアイス飲料をプラスチックカップで提供し、ホット飲料を紙またはリユース
カップで提供するチェーンでは、店舗観察を基に算出したリユース率は、年間平均として想定できる
率よりも高めに偏っている可能性がある。季節に起因するこのバイアスは、総合的に見た個別チェー
ン特有のカップ素材の種類にも、後日、観察された素材の種類に基づいて顧客のレシートデータから
計算したプラスチックカップと紙カップの比率にも影響しない。

調査方法



11 データ解析のためのカップ重量計算



12

第2段階では、日本の消費者行動と消費傾向のデータを用い、各チェーンでの消費者購入におけ
るイートインとテイクアウト、および飲料と飲料以外の商品の全体比を推定する。この分析の
基になるのは、2021年に日本の消費者から得られた個別の領収書を、各企業について無作為に 
（性別、年齢、世帯構成、地域）少なくとも400件選んだものであり、その信頼水準は95％、
最大誤差5％である。第2段階は、チェーンごとに以下のステップからなる。

    
2.1  各カフェチェーンについて、1回の取引当たりの支出額の平均を算出する 
2.2  各カフェチェーンについて、飲食サービス額における飲料と飲料以外の購入額の 
       比率を算出する 
2.3  各カフェチェーンについて、飲食サービス額におけるテイクアウトとイートイン 
       の購入額の比率を算出する（飲料のみ） 
2.4  各カフェチェーンについて、1回の取引当たりの平均支出額のうち、テイクアウト 
       飲料とイートイン飲料による支出を計算する

2.5  各カフェチェーンについて、テイクアウト飲料とイートイン飲料の購入に関する
       飲食サービス額の総額を推定する

2.6  各カフェチェーンについて、1杯の飲料についての平均支出額を計算する 
2.7  各カフェチェーンについて、テイクアウト飲料とイートイン飲料の総消費数を
       推定する 

           
第1段階では、日本のカフェ業界の市場シェアと実績のデータを用い、以下のステップを通して
主要チェーンの総取引回数を計算する。

1.1  業界全体の総取引回数を算出する 
1.2  業界内の各チェーンの市場シェアを算出する 
1.3  各チェーンの2020年における総取引回数を計算する 

業界全体の取引回数 (1.1) x 当該チェーンの市場シェア (1.2) 
 = 当該チェーンの取引回数

当該チェーンの1回の取引当たりの平均支出額 (2.1) x 当該チェーンの飲料の比率 (2.2)
x 当該チェーンの飲料のテイクアウトまたはイートインの比率 (2.3)
= 飲料のテイクアウトまたはイートインでの1回の取引当たりの平均支出額 

当該チェーンの取引回数 (1.3) 
x 飲料のテイクアウトまたはイートインで1回の取引当たりの平均支出額 (2.4) 
= 飲料のテイクアウトまたはイートインの飲食サービス額の総額

飲料のテイクアウトまたはイートインの飲食サービス額の総額 (2.5) 
÷ 飲料の平均支出額 (2.6) 
= 各チェーンの テイクアウト飲料とイートイン飲料の総数

1

2

計算 

データの定量的な分析は、三つの連続する段階からなる。
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第3段階では、店舗観察から得られた個別チェーンに特有のカップ素材の種類に関する情報を
用いて、テイクアウト用とイートイン用に販売された使い捨てカップの総数を計算した。さら
に、使い捨てカップの総数を換算して重量で表した。 

注記すべきこととして、エクセルシオールカフェではカップ素材の種類についてリユースに重
点を置く傾向があるのに反して、同チェーンのある店舗ではアイス飲料をFSC認証紙カップで
のみ提供していた。エクセルシオールカフェに確認を求めたところ、これはその店舗のみの事
例だということだったため、この特異な事例は計算から除外した。 

3.1  テイクアウトとイートインの飲料に用いられる、個別チェーンに特有のカップ素材
       の種類（リユース、プラスチック、紙）を確認する

3.2  テイクアウトとイートインの飲料について、個別チェーンごとのリユース率と
       使い捨て率を算出する
3.3  各チェーンについて、使い捨てのプラスチックカップと紙カップの総数を推定する

3.4  実験に基づく分析から、プラスチックカップと紙カップの平均重量を計算し（補足
       資料、表6）、各チェーンが販売する使い捨てのプラスチックカップと紙カップの
       総重量を推定する

3.5  各チェーンにアンケートを送付し、2020年のテイクアウト・イートインのサービス
       における使い捨てカップの消費量と使い捨て率のデータ提供を求める

使い捨てプラスチックカップと紙カップの数 (3.3) 
x プラスチックカップ・紙カップの平均重量 
= 使い捨てのプラスチックカップと紙カップの総重量 

当該チェーンのテイクアウト・イートインの飲料の総数 (2.7) 
x 当該チェーンのリユース率・使い捨て率 (3.2) 
= テイクアウト用・イートイン用の使い捨てカップ（プラスチック、紙）の総数 

 (店舗観察時に顧客が持参したタンブラーが使用された例はなく、その頻度は
  ごくわずかだと考えられるため、計算から除外した)

3

各コーヒーチェーンの
使い捨てカップの計量
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第4段階では、FT-IRにより、9チェーンの使い捨てカップと蓋の素材をそれぞれ特定した。 
使い捨てカップ本体の素材と、コーティングが施されている場合には内側と外側のコーティン
グについて、別々に特定を行った。各チェーンについて、代表的な使い捨てカップを2種類分析
した。一つはアイス飲料用のプラスチックベースのカップ、もう一つはホット飲料用の紙ベース
のカップである。エクセルシオールカフェについては、新たに導入されたアイス飲料用のFSC
認証紙カップも3種類めのカップとして分析に加えた。

4.1  FT-IR変換赤外分光測定により、使い捨てカップの主要素材、外側のコーティング、
      内側のコーティングを分析する
4.2  FT-IR変換赤外分光測定により、蓋の素材を分析する

フーリエ変換赤外分光法（FT-IR）による各チェーンの
プラスチックおよび紙カップ素材の特定

© Gergely Szabo Photography

4
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使い捨てカップの総数  

2020年に大手カフェチェーン9社が販売した使い
捨てのプラスチックカップと紙カップの総数の推定
値（単位：百万個）とそれを重量で表したもの（単
位：トン）を表2にまとめた。また、グリーンピー
スは調査した各チェーンに、2020年に販売した使
い捨てカップの総数などの情報提供を依頼した。
この内容は、表2でも確認することができる。 

計算の第2段階の消費者行動と消費傾向の分析にお
いて、コメダ珈琲店の400枚のレシート標本の中に
テイクアウト購入が1件も確認されなかったことは
注目に値する。その理由は、コメダ珈琲店のビジネ
スモデルがイートイン消費を中心としている点に
ある。

同様に、グリーンピースの独自調査においては、上
島珈琲店、カフェドクリエ、ドトールコーヒーショ
ップ、コメダ珈琲店ではイートイン飲料での使い

表２ 
日本の大手カフェチェーン9社が2020年に販売した使い捨てカップの総数（単位：百万個）とその総量
（単位：トン）。使い捨てカップの総数は、イートインとテイクアウトについて、それぞれ紙カップとプラ
スチックカップの内訳も示す。（各チェーンから提供された情報はグレー部分）

 *  この印は、報告の範囲内で使い捨てカップが（紙もプラスチックも）観察されなかった項目を示す。必ずしもゼロを
意味するものではない

アンケートへの回答  データの開示

グリーンピースは、今回調査した9つのチェーンに連絡を取り、2020年に販売した使い捨てカップの総数、イ
ートイン・テイクアウト全体のリユース率、その他リユース施策に関する基本的な項目について質問し、情報提
供を求めた。ドトールコーヒーショップ、上島珈琲店、コメダ珈琲店は、基本的な項目に回答し、その他必要な
情報を全て提供した。タリーズコーヒーは基本的な質問に回答し、全体の使い捨て率に関する情報を提供。プロ
ントは基本的な質問にのみ回答した。残りの4チェーン、スターバックスコーヒージャパン、カフェ・ベローチ
ェ、エクセルシオールカフェ（ドトールコーヒーと同じ運営会社）、カフェドクリエからは回答がなかった。   

企業名

テイクアウト
（単位：百万個）

イートイン
（単位：百万個）

使い捨てカップの総数
（単位：百万個）

使い捨て
カップの総
量（単位：

トン）プラス
チック 紙 プラス

チック 紙 グリーンピー
スにより計算

カフェチェー
ンにより計算

         スターバックスコーヒー
　　　ジャパン 97.8 50.4 44.3 39.3 231.7 - 1626.7

         タリーズコーヒー 16.9 11.8 22.8 21.0 72.5 - 544.0

         プロント 4.3 2.6 28.3 0.0* 35.3 - 320.4

         ドトールコーヒーショップ 13.5 8.6 0.0* 0.0* 22.2 約15.3 239.1

         カフェベローチェ 0.8 0.6 1.3 0.9 3.7 - 32.5

         エクセルシオールカフェ 1.2 0.5 0.4 0.3 2.4 - 28.4

         上島珈琲店 0.6 0.4 0.0* 0.0* 1.0 0.4 10.7

         カフェドクリエ 0.5 0.3 0.0* 0.0* 0.8 - 6.9

         コメダ珈琲店 0.0* 0.0* 0.0* 0.0* 0.0* 1.7 0.0*

調査結果



捨てカップの使用は観察されなかった。これは、イ
ートインサービスではリユースに重点を置くこの4
チェーンのビジネスモデルと整合が取れている。
ただしこの結果は、上記のチェーンにおける使い捨
てカップの使用を排除するものではない。

絶対数で見れば、2020年に使い捨てカップの消費
量が最も多いのはスターバックスコーヒージャパン
であり、その総数は2億3,170万個になる。これは

残りの8チェーンの合計よりも多く、日本のコーヒ
ーチェーン店全体の四分の一を超える数である15。

スターバックスコーヒージャパンに似たビジネスモ
デルを持つタリーズコーヒーも、イートインの利用
客向けの使い捨てカップに大きく依存しているた
め、結果的に合計7,250万個の使い捨てカップの責
任を負っている。使い捨てカップの消費量はカフェ
チェーン9社の中で2番目に多い。

   リユースカップの数

   使い捨てカップの数

図２ 
2020年の飲料販売数の内訳を、グリーン
ピースの計算による使い捨てカップとリユ
ースに分けて示す。

* 必ずしもゼロを意味するものではない。
** カフェチェーンから提供された使い捨
てカップの総数は、グリーンピースの計
算とは異なる。ドトールコーヒーショッ
プ：15.3M、上島珈琲店：0.4M、コメダ
珈琲店：1.7M

    販売総数

（単位：百万個）

16

スターバックス
コーヒージャパン

231.7 M
プロント
35.3 M

ドトールコーヒー
ショップ
22.2 M

カフェ
ベローチェ 

3.7 M

エクセル
シオール
カフェ
2.4 M

上島珈琲店
1.0 M 

7.7 M
239.4 M 

カフェド
クリエ
0.8 M

コメダ
珈琲店

0*

17.9 M

90.4 M
 

15.9 M

51.2 M
 76.4 M

98.5 M
 

10.9 M
14.6 M 

10.4 M
12.8 M 

5.4 M
6.3 M 

4.6 M
5.4 M 

52.8 M

52.8 M
 

タリーズ
コーヒー
72.5 M

**

**

**
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カフェチェーン9社の中で3番目のプロントは
3,530万個の使い捨てカップを消費している。その
うち最も多くを占めるのが、イートインサービスに
用いられる使い捨てのプラスチックカップである。

テイクアウト用とイートイン用の
使い捨てカップ

カフェチェーン9社はすべて、業界標準の使い捨て
のプラスチックカップまたは紙カップでテイクア
ウト飲料を販売している。すべてのチェーンにお
いて、テイクアウト飲料の使い捨てカップ使用率は
100％であり、テイクアウト購入向けに広く普及し

たリユースシステムは、カフェチェーン9社のいず
れにも存在しない。 

テイクアウトは、使い捨てカップの唯一の排出源で
はない。イートインサービスでの使い捨てカップの
使用も広く行き渡っており、イートインサービスの
使い捨てカップは、実は目に付くところにありなが
ら見落とされている犯人かもしれない。

イートイン飲料におけるリユースカップの使用率
（表3）は業界内で大きなばらつきがある。ドトー
ルコーヒーショップ、上島珈琲店、カフェドクリ
エ、コメダ珈琲店の4チェーンは、イートインサー
ビスにおける食器類はほぼリユースカップのみを
使用することが標準になっている点が際立つ。

表３ 
グリーンピースが算出した日本の大手カフェチェーンにおける、イートインのみのリユース率 
（比率）、イートイン・テイクアウトサービス全体のリユース率（比率）を示す（薄いピンク部分）。 
全体のリユース率について各チェーンから情報提供があった場合は、その情報も本表に記載した 
（グレー部分）。

企業名
イートインのみ 
のリユース率

（％、グリーンピー
スにより計算） 

全体のリユース率（％）

グリーンピース
により計算

カフェチェーン
により計算

         ドトールコーヒーショップ

100

77 約86

         上島珈琲店 84 87

         カフェドクリエ 85 -

         コメダ珈琲店 100 98

         エクセルシオールカフェ 94 81 -

         カフェベローチェ 83 75 -

         プロント 36 31 -

         タリーズコーヒー 29 20 20

         スターバックスコーヒージャパン 8 3 -
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対照的に、残りの5社 ― エクセルシオールカ
フェ、カフェベローチェ、プロント、タリー
ズコーヒー、スターバックスコーヒージャパ
ン ― は、多かれ少なかれ、どこもイートイン
サービスには使い捨てカップを使用している。
エクセルシオールカフェとカフェベローチェは
イートイン飲料にはリユースカップを多用して
おり、その使用率はそれぞれ94％と84％であ
る。店舗観察では、利用客に使い捨てカップを
渡すのは特にそのように注文された場合に限ら
れていた。

プロントとタリーズコーヒーはおくれを取って
おり、リユース率はそれぞれ36％と29％であ
る。9チェーンのうちでイートイン飲料でのリ
ユース率が最も低いのはスターバックスコーヒ
ージャパンの8.4％だ。

イートイン飲料用の使い捨てカップの使用につ
いて考えることには重要な意味がある。スター
バックスコーヒージャパンとタリーズコーヒー
は売上のかなりの部分をテイクアウトの販売か
ら得ており、その割合はそれぞれ62％、32％ 
となっているが、その他のすべてのチェーンは
イートインに主眼を置いている（表4）。
 

表４ 
日本の大手カフェチェーン9社におけるイートイン
購入とテイクアウト購入の飲食サービス額（％）

企業名

飲食サービス額
（％）

イート
イン 

テイク
アウト

         スターバックスコーヒー
　　　ジャパン 38 62

         タリーズコーヒー 68 32

         プロント 86 14

         ドトールコーヒーショップ 77 23

         カフェベローチェ 90 10

         エクセルシオールカフェ 86 14

         上島珈琲店 85 15

         カフェドクリエ 85 15

         コメダ珈琲店 >99 <1
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使い捨てカップの素材 

この9チェーンでは、アイス飲料用の使い捨て
カップにはプラスチック製を選択している。プ
ラスチックカップは、ポリプロピレン製、ポリ
エチレンテレフタレート製、ポリエチレン製の
使用が確認された。これらのカップには、ポリ
エチレンテレフタレート製の蓋が付いていた。

ホット飲料については、コメダ珈琲店を除くす
べてのチェーンで、内側をポリエチレンの層で
コーティングした紙カップが使用されている。
コメダ珈琲店の紙カップは、耐水性のある層で
覆われている。スターバックスコーヒージャパ
ンでは、ポリエチレンを主体とするポリマー混

合物でカップの内側と外側の両方を包むことに
より、もう一層プラスチックコーティングを加
えており、この層には塩化ゴムのフィルムとシ
リコンゴムのフィルムが含まれている。ホット
飲料のカップの蓋の素材はすべてポリスチレン
と特定された。

エクセルシオールカフェは2022年2月にアイ
ス飲料用のFSC認証紙カップを導入しており、
今回の素材分析ではこのカップも分析した。こ
の新たに導入された紙カップは、本体は紙でで
きているが内側と外側がポリエチレンの層でコ
ーティングされている。従って、この紙製の代
替カップをプラスチックフリーと見なすことは
できない。 

表５ 
フーリエ変換赤外分光測定（FT-IR）による日本の大手カフェチェーン9社のプラスチックカップと
紙カップの素材の特定
PE=ポリエチレン、PET=ポリエチレンテレフタレート、PP=ポリプロピレン、PS=ポリスチレン

 *  アイス飲料用に新たに導入されたFSC認証紙カップ（2022年2月時点）。計算からは除外したが、この分光測定に  
    よる分析の枠組みの中で素材を分析した。
 **  カップにはFSC認証のラベルがあるが、紙の層がPEに包まれている。
*** カップにはFSC認証のラベルがあるが、外側表面の一致度が最も高かったのはPE、塩化ゴムフィルム、シロプレン
   （シリコンゴム）フィルムの混合物だった。

企業名
アイス飲料用のプラスチックカップ ホット飲料用の紙カップ

カップ
（内側）

カップ
（外側） 蓋 カップ

（内側）
カップ

（外側） 蓋

         スターバックスコーヒージャパン PP PP PET PE PE        ***
共重合体 PS

         タリーズコーヒー PP PP PET PE セルロース PS

         プロント PP PP PET PE セルロース PS

         ドトールコーヒーショップ PET PET PET PE セルロース PS

         カフェベローチェ PP PP PET PE セルロース PS

         エクセルシオールカフェ PET PET PET
PE セルロース PS

         エクセルシオールカフェ * PE PE ** PET

         上島珈琲店 PET PET PET PE セルロース PS

         カフェドクリエ PP PP PET PE セルロース PS

         コメダ珈琲店 PET PET PET セルロース セルロース PS
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日本の大手カフェチェーン9社は、2020年に3億
6,950万個、推定で2,808.8トン相当の使い捨て
カップを焼却炉などの処理施設に送った。例えて言
うと、重ねれば富士山1万個分以上の高さになる。

3億6,950万個の使い捨てカップには、プラスチッ
クカップと紙カップの両方が含まれている。紙カ
ップは、環境への負荷が比較的少ない代替品であ
るという触れ込みで利用されることが多いが、大
手チェーン9社中8社が内側をプラスチックの層で
コーティングした紙カップを使用していた。スター
バックスコーヒージャパンのホット飲料用の紙カッ
プと、エクセルシオールカフェが新たに導入した
アイス飲料用の紙カップは、内側と外側の両方が
プラスチックでコーティングされていた。 

2020年に使い捨てカップの消費量が最も 
多かったのはスターバックスコーヒージャ
パンである。個数は2億3,170万個で、使い
捨てカップだけで1,626.7トンのごみを排出
した。

 
2番目に多かったのはタリーズコーヒーで 
あり、7,250万個を消費し、使い捨てカップ
だけで544.0トンのごみを排出した。

3番目に多かったのはプロントで、3,530万
個を消費し、使い捨てカップだけで320.4 
トンのごみを排出した。

プロント、タリーズコーヒー、スターバックスコ
ーヒージャパンでは、一般にイートイン飲料で使
い捨てカップが使用されており、プロントでは10
個中6個、タリーズコーヒーでは10個中7個、スタ
ーバックスコーヒージャパンでは10個中9個が、
その必要もないのに使い捨てカップで販売されて
いた。

リユースという選択肢が容易に利用できるのにも
かかわらず、特定のカフェチェーンではイートイ
ン飲料でのリユース率が低い。だから、リユース
システムに力を注げば大きな前進につながる。9チ
ェーンのイートインでのリユース率が100％にな
れば、推定1億5,860万個、つまり1,220.1トンが
ごみになるのを回避できるだろう。

使い捨て食器類は持続可能でなく、もったいない
ものだということは、長年にわたり世間の関心を

集めてきた。それにもかかわらず、日本の大手カ
フェチェーンは、どこもテイクアウト飲料向けの広
く普及したリユースシステムを持っていない。 

3億6950万個
の使い捨て

カップ=
富士山 

10,000個
以上の高さ

結論
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日本のカフェ業界だけで、1時間に約9万1,000個の使い捨てカップが捨てられている。そのほとんどが
焼却されたり、最悪の場合環境中に流出している。こうした中、使い捨てカップがあふれかえっているよ
うな状況に終止符を打ち、「リデュース（削減）」、「リユース（再使用）」、「リフィル（中身だけ購入）」
を中心とするシステムに移行するために、カフェ業界と政府による行動が緊急に必要とされている。 

カフェ業界
グリーンピースは、使い捨て容器包
装を形態に関わらず削減し、最終的
には廃止を目指し、さらにリユース、
リフィルを優先させることにより循
環型のシステムを実践するように、
大胆で革新的な手段を講じることを
カフェ業界に求める。

特に使い捨てカップについては、下記
の措置を講じるべきである。

政府
グリーンピースは、使い捨てカップ
の消費量を削減するために、野心
的な目標を定め、拘束力のある包括
的で時宜に適した施策を実行するよ
う、政府に強く勧める。その内容は
具体的には以下の通り。

1. 生産から使用終了後の廃棄物管理に至るまで、サプラ
イチェーン全体から発生するごみの量に関するデータ
の透明性を高める。カップ、蓋リッド（ふた）、スト
ロー、ナプキンなどの店で見かける一般的な使い捨て
製品を含むが、それだけに限らない。

2. 使い捨ての紙・プラスチックカップの削減目標を策
定・公表する。2025年・2030年を目標年とし、目
標値は野心的なものでなければいけない。

3. すべてのイートイン飲料について、使い捨てカップ
の廃止に向けて使用を削減し、リユース容器に移行
する。

4. マイタンブラーを持参する客には割引、持参しない客
には少額の追加料金を適用して、客にマイタンブラー
を持参するインセンティブを提供する23。すでに実施
している場合は、インセンティブを引き上げることも
検討する。

5. テイクアウトの利用客向けに新たなリユースモデル 
（返却式リユースカップの仕組み）を導入・全国的に
拡大する。リユース業者・他のコーヒーチェーンや他
業界（コンビニなど）とも積極的に協働する。

6. 使い捨てカップの素材（プラスチックや紙など）を単
に切り替えることを解決策としない。

1. リユースを中心とするシステムの開発と実施を促進
する。そのために、2030年までに飲料用容器のリユ
ース率を50％にするよう使い捨てカップを大量に排
出する事業者（カフェ、コンビニ、ファーストフード
チェーンなど）に義務づける。また、使い捨て容器包
装全般についても同様にリユースへの移行目標を策
定する。

2. 使い捨て容器の代わりにリユース容器を提供する企
業に対し、税制上の優遇措置も含めたインセンティ
ブを提供する。

3. 拡大生産者責任（EPR）制度を実施し、製品に付随
する経済的コストや環境コストについて製造者・生
産者に責任を完全に負わせる。 

グリーンピースの提言
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FT-IRの手順

すべてのカップ（内側と外側の表面）と蓋（外側の表面）をFT-IR分光測定法で分析した。分
析には、汎用性のダイアモンド減衰全反射（ATR）アタッチメントが搭載されたパーキンエ
ルマー社のSpectrum 2分光分析装置を用いた。カップについては、前もってエタノール洗浄
しておいたハサミでカップの縁付近から小片（2cm x 2cm）を数片切り取り、同様に前もっ
て洗浄しておいたピンセットで扱った。その後、これらの小片をFT-IR分析に用い、カップの
内側表面と外側表面が両方ともATR結晶の表面としっかり接触するようにした。蓋について
は、その物理的形状から事前に小片を切り取らずに分析することが可能だったため、サンプ
ルの処理は最小限に抑えられた。
 
各切片または蓋を前もって洗浄しておいたピンセットで扱い、結晶表面の中央に慎重に配置
した（結晶表面はあらかじめ分析用エタノールで洗浄しておいた）。その後、試料クランプ
を用いて一定の力を加え続けた。波数範囲4000～650 cm-1、分解能4 cm-1で各マイクロプ
ラスチック片候補につき最低4回スキャンを行い、FT-IRのスペクトル（中赤外）を取得し
た（より明瞭なスペクトルを得るために、一部の試料については最大で16回スキャンを行っ
た）。取得したすべてのスペクトルをパーキンエルマー社のSpectrum™ 10ソフトウェア
（version 10.5.4.738）で処理した。これにより、取得後のバックグラウンド減算とデータ
の正規化、その後の各種の市販スペクトルライブラリとの比較が可能となった。ライブラリ

表６ 
カフェチェーン9社の紙カップとプラスチックカップの平均重量（単位：g）。通常サイ
ズの飲料のうちで最小のプラスチックカップと紙カップを計量した（エスプレッソサイ
ズは含まない）。「スモール」もしくは各チェーン独自の名称でこれと同等のサイズの
カップである。後に計算した総重量はスモールサイズのカップの平均重量から算出した
ものであり、控えめな推定値だとみなすことができる。少なくとも2個のカップを購入
し、連続して3回計測して平均値を算出した。

紙カップの重量（g） プラスチックカップの重量（g）

         スターバックスコーヒージャパン 8.45 6.12

         タリーズコーヒー 8.13 6.98

         プロント 8.10 9.17

         ドトールコーヒーショップ 9.78 11.43

         カフェベローチェ 9.86 8.18

         エクセルシオールカフェ 10.64 12.36

         上島珈琲店 10.80 11.34

         カフェドクリエ 11.88 6.89

         コメダ珈琲店 9.81 11.35

補足資料
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にはD’Souza et al.（2020）が使用した各種ポリマー、ポリマー添加剤や接着剤（adhes.
dlb, Atrpolym.dlb, ATRSPE~1.DLB, fibres.dlb, IntPoly.spl, poly1.dlb, polyadd1.dlb, 
POLYMER.DLB）が含まれる。
 
数値の信頼水準が70％以上であり、かつスペクトルの慎重な目視検査によってさらに確認で
きる場合のみ（Wilson et al. 2021）を信頼性のある特定値とした。本調査で分析したすべ
ての蓋、すべてのアイス飲料用カップ、三つを除くすべてのホット飲料用カップの内側と外
側において、取得したスペクトルはライブラリのスペクトルと80％以上の確率で一致した。
ホット飲料用カップのうち三つについては、紙層に用いられた色の濃い染料（黒、茶または
赤）のために、カップ外側のFT-IRスペクトルが不明瞭だった。
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